ONKYO 


N>C^^lO 

WAVIO A V SYSTEM 


GX-77M 

POWERED SPEAKER SYSTEM 


取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラござ 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
いただき、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所 
に保証書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口 
のご案内とともに大切に保管してください。 


特長 2 



才ーデイオ機器の正しい使いかた 


左ちの スピーカーを 接続ずる 8 


夕巧1511器との接続のしかた日 


ヴブウーファーとの接続のしかた 


載原を入れる / A 力を切り換える12 


ヴランネリトの！!が!躍に〕 L て13 


つたときは/主な仕様 


修理について 1已 
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特長 


カタ□グ及び包装箱などに表示されている型名の最後のアルフアベットは製品の色を表す記号でず。 
色は異なってち操作ちまや化横は同じでず。 


■ 本格的な音楽製作シーンにも十分応え5れる 24 bit/l 92 kHz 対応の光デジタル入力端モ 
■ バランスの取れた一体感のある自然な音場再生び可能な、新開発 TASCTime Alignment 
System ) 搭載、同卽吕ウェイスピーカーユニット 

■ AERO ACOUSTIC DRIVE 採用のダブルスリットダクト構造で量感とスピード感あふ 
れる低域再生 

■ A - OM 巧辰動板採用1 0 cm ウーファー 

■ 100 kHz まで再生でをるツイーターで伸びのある高域再生 

■ ノイズをほ減する S ラインエッジ 

■ ノ\イクォリテイ1 5 W + 15\«アンプ搭載 
■ アナ□グ S キシングボリューム 
■バス、トレブル調節ツマ5 

■ 硬度び高く響きの良い MDF 木製キャビネット ' 

■デジタル信号か5ピュアなアナ□グ信号を生成する新回路、 「 VLSC ( V ^ な t~or Lin'ear 
Shaping Circuitry )」 を搭載し、飛躍的な音質向上を実現 

• WAVI 0® の名称、□ゴはオンキヨー（株）の登歸商標です。 • 0 MF ® の名称、□ゴはオンキヨー（株）の登録商標でず。 

♦ VLSC の名称、□ゴはオンキヨー（株）の商標です。 


付属品 


ご使用の前に; 欠の付属品がそろっていることをお確かめください。 
() 内の数字は数量を表わしています。 



•アナ □ グ入力用接続コード ( A )( 1 ) 
旧 CA ステレオピンプラグ分 
ステレオミニプラグ変換コード (1 .已 m )] 



• R チヤンネル片 L チヤン:コード旧)（1 ) 
(モノラルピンプラグなスピーカーコード） 

•取扱説明書(本書 1) 
•保証書 （1) 

•オンキヨーご相談窓口- 
♦スぺーヴー(8) 修理窓口のご案巧 （1) 



防磁設計について 

一般にパソコンやカラーテレビに使用されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどのデ U ケー 
卜なわのですので、普通のスピーカーを近づけて使巧すると、画面に色む5やひずみび発生します。本 
微ま、（社）電モ情報技術産業協会 （ J 曰 TA ) の技術基準に適含した防磁設計を施していまずので、パソ 
コンモニターなどとの近接使用び可能となっています。ただし、設置の仕ちによっては色む5び生じる 
場合びあります。その場含は一度パソコンモニターなどの電源を切0、1日〜3日分後に再びスイッチを 
入れてください。パソコンモニターなどの自己消磁機能によって画面への影響び改善されます。その後 
も色む5び残る場合にはスピーカーをパソコンモニターなどか日少しはなしてご使巧くださし、また近 
くに磁石など磁気を発生するものび置かれていますと、本機との相互作用によりパソコンモニターなど 
に色むらび発生する場合びあ0ますのでごを意ください。 

お手入れについて 

表面は、時々柔5かい布でか5ぶきしてください。ミちれびひどいときは中性洗剤を薄めた液に、柔5か 
い巧を浸し、固くしぼって'汚れをふきとったあと乾いた巧で仕上げをしてください。 

固い巧や、シンナー、アルコールなど揮発性のものは、ご使用にな5ないでください。化学ぞうきんな 
どをお使いになる場台は、それに添付のま意書きなどをお読みくださし、。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


才ーデイオ機器をき全にお使いし仇だくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 




給表でについて 



この r 聴あ説明書」および製品の表示では、製品を安全に正しくお使し、し、ただき、あなたや他の人々への危害や財産 
への損害を未然に防止するた剧こ、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意ほはなのようになっています。巧 
容をよく理解してから本文をお読みください。 



A 故片 

この表示を無視して誤った取り扱し巧すると、人び死じまたは重傷を負う巧能 

A 言口 

性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人び傷害を負う可能性び想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生び想定される内容を示していまず。 

Z ! X 江思 





給表示の例 

A A 記号は注意（警吉を含む）を促ず内 
容びあることを告げるものです。図の 
中に具体的な注意内容（左図の場合は 
感電注意）び描かれています。 

の記号は禁止の行為であることを吉げ 
るちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図 
の場含は分辆禁止）び描かれていまず。 


© ♦記号は行為を強制したり指示する内容 
を告げるちのです。 

〇 図の中や近傍に具体的な指示内容（左上 
図の場合は電源プラグをコンセントから 
故いてください）び描かれています。 



A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


A® 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 

■絶巧に裏ぶた、 


♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま 
使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに本機の電源ス 
イッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

カパーははずさない、改造しない- 



分沼禁止 


♦ 本磯の畫ぶたは絶対にはずさないでください。内部には電圧の高い 
部分びあり、感電の原因となります。内部の点検-整備■修理は販 
売店に依頼して < ださし、。 

♦ 本機を分解、改造しないでください。乂災•感電の原因となります。 


■ 100 Vlil 夕+の電圧で使用しない 


0 


♦ 本機を使用できるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧悚流1日日ボルト）1;(がの電圧や船舶などの 
直流 (DC) 電源には絶対に接続しないでください。火災•感電の 
原因とな0ます。 
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■放熱を巧げない 


Q 


♦ 本機を押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使用し 
ないで < ださい。 

♦ 本機を設置する場合は、壁か51日 cml； (上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は、かし離して 
置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天画か5 
2cm 政上、背面か5已 cml； (上のすきまをあけてください。内部に 
熱びこちり火災の原因とな0ます。 


■ 水のかかるところに置かない 



水場での 
使用禁止 


♦ 風呂場では使用しないでください。火災•感電の原因となります。 
♦ 本機は屋内専用に設計されています。城5さないよラにごを意くだ 
さい。内部に水び入ると、火災■感電の原因となります。 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦ 本機の上に巧びん、^直木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入つ 
た容器を置かないでください。こぼれて中に入った場を、火災•感 
電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦ 本機の内部に金属類や燃えやすいわのなどを差し込んだり落とし込 
んだ〇しないでください。火災-感電の原因となります。 


■ 中に水や異物が入ったら 


么あ 

電源プラグをコンセント 
か6抜いてください 


♦ 万一、本機の内部に水や異物び入った場含は、すぐに本機の電源ス 
イッチを切り、電源プラグをコンセントか5抜いて販売店にご連絡 
ください。 


A 注 局 


■ 設置上のを意 


0 


4 


♦ ぐ5ついた台の上や傾いた所、厚手のじゅラたんの上など不安定な 
場所に置かないでください。落ちたり倒れたりして、けびの原因と 
なることびあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、サランネットやスピーカーユニットに手をかけ 
ないでください。故障やけびの原因となることがあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセ 
ントか5巧を、接続コード、スピーカーコードをはずしてか5行っ 
てください。落下-転倒の危険やコードび傷つさ、乂災-感電の原 
因となることびあ0ます。 

♦ スピーカーコードの配線にミち意してください。スピーカーコードを 
足に引っかけると転倒したり、スピーカーび倒れて危険です。特に 
スピーカースタンドを使用したとを、高いところに置いたとさな 
ど、特にごま意ください。 

♦ 壁はその材質、また、樓などの位置によ0、ネジの保持強度に大さ 
な差び出ますので、取0付けに際しては、十分にごを意ください。 
(専門業者にご相談ください。） 
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■ 巧のよラな場巧に置かない 


Q 

■ 接続について 

A 


♦ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災•感電の原因 
となることびあります。 

♦ 調理台や加湿器のそばなど油煙や';易気び当たるよラな場所に置かな 
いでください。火災-感電の原因となることがあります。 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイッチを切り、説 
明に従って接続してください。 


■ 使用上のま意 


0 


♦ 音量を上げすぎなし、ようにごを意ください。耳を刺激するような大きな 
音量で長時間綿ブて聞くと、聴力に悪し、影響をちえることびあります。 

♦ 本機に乗った0、ぶ5下がったりしないでくださし、特にお子様に 
はごミ主意ください。倒れた0、こわれた0して、けびの原因となる 
ことびあります。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品 
を近づけないでください。スピーカーの磁気の影響で使えな<なっ 
たり、データび消失することびあります。 

♦ 長時間音びひずんだ状態で使わないでください。スピーカーなどび 
発熱し、乂災の原因となることびあります。 

♦ 移動させる場合は、最原スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜き、接続コードなど列部の接続コード対まずしてか5巧ってくだ 
さい。コードび傷つを、火災•感電の原因となることびあります。 


■電源コード、電源プラグのま意 


Q 

を） 

電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦ 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶け 
て、火災-感電の原因となることびあります。 

♦ めれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因と 
なることがあ0ます。 

♦ 電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張5ないでください。 
コードび傷つさ、乂災•感電の原因となることびあ0ます。必ずプ 
ラグを持っておいてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災の 
原因となることがあ0ます。 

♦ 巧などで長期間、本機をご使巧にな5ないとさは、安全のためお 
ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。火災の原因となる 
ことびあります。 


■点検について 

電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


A 


♦ お手入れの際は、ま全のため電源プラグをコンセントか5抜いて 
巧ってください。感電の原因となることびあります。 


♦ 電源プラグにほこりびたまると自然発乂（トラッキング現象）を起 
こすことび知られています。年に数回、定期的にプラグのほこりを 
取り除いて<ださい。梅雨期前び効果的です。 

♦ 使巧環境にちよりますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることびあります。特に湿気のをくなる梅雨期の前 
に行ラと、よ0効果的です。 
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各部の名前と主な働さ 


■前面パネル 


をチヤンネルスピーカー 



ちチヤンネルスピーカー 



①へッドホン端子 ( PHONES ) 

ステレオ S ニプラグのへ ツ ドホンやイヤホンを 
接続します。接続すると スピーカーからの 音は 
聞こえな<なります。 

③入力切換ツマミ ( INPUT ) 

アナ□グ入力とデジタル入力の切0換えを行 
います。アナ□グ入力時は背面の ANALOG 
IN A 端子に接続した機器と ANAL 日 G IN 巨端 
子に接続した機器の音声を S ツクスするとを 
に調整しまず。 

③バスツマミ （ BASS ) 

低音部の再生レベルを調整します。 

ツマミをちに回すと、再生レベルび大きくな 
り、左に回ずとかさくなります。 

中央の位置びフラツトでず。 

廈)パワーインジケーター （ POWER ) 

背面の主電源スイッチを「日 N 」 にすると点 
灯します。 


⑤ スタンバイスイッチ/ボリュームツマミ 
( STANDBY / VOLUME ) 

スタンバイスイッチとボリューム（音量調 
整）を兼巧しています。ツマ S をちに回すと 
電源び入り、徐々に音量レベルび大さくな0 
ます。ツマミを左いっぱい（日 FF の位置）に 
戻すとスタンバイ状態にな0ます。 

一-*-*-- 

ごま意 

スタンバイ状態でも、背面パネルの主電源スイッ 
チが ON になっていると回路には電流びミ肃れてい 
ます。そのため、背面のパネル部び熱くなります 
び異萬ではありません。 

⑥ トレブルツマミ ( TREBLE ) 

高音部の再生レベルを調整します。 

ツマミをちに回すと、再生レベルび大きくな 
り、左に回すと小さくなります。 

中央の位置びフラットです。 


スピーカーユニット（ウーファー、ツィーター）部には触れないでください。 

特に本機のツィーターの振動板にはき隅にデリケートな材料び使われています。物びあたったり、 
手で触れると破損する恐れびありますので、取り扱いには十分ま意してください。 
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各部の名前とまな働さ 


■背面パネル 


ちチヤンネルスピーカー をチヤンネルスピーカー 




( D 主電源スイッチ （ POWER ) 

内蔵アンプの電源スイッチです。「日 N 」 に 
すると、前面のパワーインジケーターびホく 
点灯します。（パワーインジケーターは前面 
のスタンバイスイッチび 「 OFF 」 し U かの場含 
は、緑で点灯します。） 

長期間本機を使用しない場合には、このを電 
源スイッチを r 日 FF 」 にしてください。 

③電源コード 


感光デジタル入力端モ 
(DIGITAL IN OPTICAL ) 

光デジタル信号の入力用接続端テです。オー 
デイオ用光デジタルケーブルを使用してくだ 
さい。（本機には付属していません） 

し'/まる 

本機は DVD の已 . Ich 信号には、対応していませ 
ん/。 


® 左チャンネル用スピーカー出力端モ 
(SPEAKER OUT ) 

左チャンネルのスピーカーと接続するための 
端テです。ぶ、ず付属の R チャンネルな L チャン 
ネル接続コード（巨）を使用してください。 

感サブウーファー出力端子 
(SUBWOOFER PREOUT ) 

本機とお手持ちのアンプ内蔵サブウーファー 
とを接続するための端テです。 


(6) アナ□グ信号入力端モ 
(ANALOG IN A / B ) 

アナ□グ信号の入力用接続端テです。付属の 
アナ n グ入力巧接続コード （ A ) を使巧して 
<ださし、。 
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左ちのスピーカーを接続ずる 


付属の R チヤンネルな L チヤンネル接続コード（日）で左チヤンネルスピーカーとちチヤンネルスピー 
力一を接続します。 



ご注意 

• すべての接続び終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

•電源を入れる前には、必ずボ U ユームツマミを左に回して rOFF 」 の位置にしておいてください。 

また、本機に接続する他の機器の電源も入れないでください。 

• 「左チトンネル用スピーカー出力端テ」は左チヤンネルスピーカーを接続する専 
巧の端子です。他のスピーカーやアンプは接続しないでください。 

• スピーカーコードの接続は、しん線部げ隣の端子や金属部に触れていないかよ 
く確認してください。接軸したまま動作させるとちチトンネルスピーカー巧蔵 
アンプの故障の原因となります。 
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が部機器との接続のしかた 


本機には光デジタル入力端テと2つのアナ n グ入力端テびあり、最大で3種類の音青機器や PC (コン 
ピューター）機器を接続することびでさます。 


■ アナ□グ入力を接続ずる場合 

才ーディオ機器、コンピューター本体またはヴウンドボードのアナ□グ音青出力端子と本機の ANALOG 
IN A または巨を付属のアナ□グ入力巧接続コード （ A ) で接続します。 （ R 端テには赤いプラグを、 L 端テ 
には白いプラグを差し込んでください） 


ちチヤンネル 


左チャンネル 



ごを意 

• コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでください。接続び不完全だ 
と、雑音や動作不良の原因になります。 

•付属のアナ□グ入力用接続コード （ A )、 R チヤンネル〇1_チかンネル接続 
コード旧)、電源コードは、し、っしよに束ねないでくださし、。音質び悪くな 
ることびあります。 

• すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでくだ 
さい。 
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が部機器との接続のしかた 


■ デジタル入力を接続する場合 


オーディオ機器、コンピューター本体またはヴウンドボードのデジタル音声出力端子と本機の光デジタ 

ル人力端子を接続 L ます D デジタルインだティかレ 

接続する機器の光デジタル出力端子を本機の□に JAL IN 日 PT に AL 端テに、才ーディオ用光デジタル 
ケーブルを使って接続します。（オーディオ用光デジタルケーブルは本機に付属していません。） 

• デジタル信号は、左ちの音声信号び1本の接続コードで通信されます。 


ちチヤンネル 


左チャンネル 



ご注意 

• すべての接続び終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

. 本機の D に ITAL IN OPT に AL 端子はシャッタータイプですので、フタをそのまま奧に倒すようにしてオー 
デイオ用光デジタルケーブルを差し込んでください。 
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サブウーファーとの接続のしかた 


本機のサブウーファー出力端子 （SU 巨 W 日日 FER P ち E d&T) の出力は、左ちの信号をミックスした 
信号で高域成分を含んでいます。 

接続するサブウーファーは、八イカットフィルターおよび、ボI」ューム内蔵のわのを使用してくださ 
い。また、サブウーファーは、メーカー、機種により入力感度び異な0ます。ご使用になるサブウー 
ファーによりレベルを調整し、お楽しみください。 


ちチヤンネル 


をチヤンネル 




ご注意 

•サブウーファー出力端モ （SU 巳 W 日日 FERPRE 曰 UT) と、サブウーファーの入力端子をモノラルピンコー 
ドで接続してください。（本機には付属していません。） 

• 電源を入れる前に、サブウーファーのボ U ュームを必ず最ルの位置にしておいてください。 

• すべての接続び終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 
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電源を入れる 


すべての接続び完了してから、ちチヤンネルスピーカーの電源プラグをコンセントに接続してくださし、。 


ちチヤンネル 



1.電源コードをつなぐ 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込みます。 


よりよい音で聞いていただぐために 

本機の電源コードは極性の管理びされています。 

電源コードの片側にラインまたは文字の入っている側 
を家庭用電源コンセントの溝び長い方に合わせて差し 
込んでください。家庭用電源コンセントの溝の長さび 
同じ場合はどち5に接続してちかまいません。 

2.電源を入れる 

背面パネルの主電源スイッチを r 日 N 」 側にしてくださ 
し、。前面のノのーインジケーターび赤色に点灯します。 
•前面のスタンバイスイッチ/ボ U ュームツマミ 
( STANDBY / VOLUME ) をちに回すと電源び入 
り、パワーインジケーターび緑色に点灯します。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽を、時間と場所によっては気になるわのです。 
隣り近所への配慮を十分にしましょう。 

特に静かな夜間には音量を下げてききましょう。 

お互いにむを配0、快い生活環境を守りましょラ。 



入力を切り換える 


背面の各入力端テに接続された機器を選択します。 

♦アナ□グ/デジタルの切り換え 

入力切換ツマ S ( INPUT ) で、アナ□グ機器/デジタル機器の切り換えを巧います。 


• A - B の切り換え ァす□ッィン 

入力切換ツマミ （ INPUT ) で背面の ANALOG IN A 端テに接続した機器と ANAL 日 GIN 巨端子に接続 
した機器を選びます。 A 点と目点の間にあるとをは、 A に接続した機器と目に接続した機器の音声を S ッ 
クスすることびできます。お好みでバランスを調整してくださし、。 


DIGITAL IN OPTICAL 
端子に接続した機器を選ぶ 


INPUT 



DIGITAL 
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ANALOG IN A 端子に接 
続した機器を選ぶ 


INPUT 



DIGITAL 


ANALOG IN B 端子に接 
続した機器を選ぶ 


INPUT 



DIGITAL 


A に接続した機器と B に接 
続した機器の音青をミック 
スさせる 

INPUT 



DIGITAL 
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サランネットの着脱 


本磯は前面のサランネットを取がすことびでさまず。サランネットを付けた0、がした0するとさは、 
:夕のよラに行ってください。 

1.サランネットの下側を両手で持ち、手前に軽く引っ張り、サランネットの下側をがします。 

吕.同じようにサランネットの上側を手前に引っ張ると、サランネットは本体からがれます。 

3 . 取り付けるときは、サランネットの四隅にある突起部を本体のサランネットホルダーに合わせて巧 
し込みます。 



設置について 


•本機のキャビネットは木工製品ですので、温度や湿度の極端に高いところやおいところは好ましくあ 
0ません。直射日光の当たる所や;令暖房器具の近く、湿気の多いところは避けてください。 

• 本機は立てた状態で使用されるよラに言ミ計されておりますので、寝かせたり、傾けたりしないでくだ 
さい。 

• 本機は通常のご使用には十分耐え5れますび、次のよラな特殊な信号び加え5れますと、過大電流に 
よる焼損断線事故の恐れびありまずので、ごま意ください。 

® オーディオチェック巧 CD などの特殊な信号音 
度)ピンコードなど、接続端テの巧き差し時のショック音 

(抜さ差し時は必ず本磯の電源を切ってか5行ってください。） 

感マイク使用時の八ウリング 

•スピーカーと設置場所との間は面接触より点接触のほうび一般的によい結果び得5れます。またガタ 
ツキびあると質の良い低音び得5れなくなりますので付属のスペーサーやコインのよラな金属板を 
使ってガタツキびなくなるよラにしてくださし、。 

•本機の背面部はご使用の状況により、高温になることびあります。カーテンなどの可燃物への接触 
や、火傷にごを意<ださし、。 



■ 市販のスタンドや金具を使って固定ずるには 


市販のスタンドや金具を使用できるように、底面に 
ピッチ日 0 mm で M 已用ネジ巧を3個設けています。 
取0付け方法については、ご使用になるスタンドや 
金具の説明書をご覧くださし、。 

スタンドや金具をご使用になるときは、スタンドや 
金具の厚みを考慮して有効ネジ長び7〜に mm のち 
のをご使用ください。 
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困ったとさは 


下の表で点検してみてください。接続した他機に原因がある場合わありますので、他機の取扱説明書ち 
参照しなび5あわせてご確認くださし、。 


症 が 

原 因 

処 置 

電源が入 b ない。 

• 電源プラグの差し込みが不完全。 

•電源プラグをコンセントにしっかり差し込 
んでください。 （12 ページ） 

音び出ない。 

• ボ U ユームツマミび最小になっている。 
•アナ□グ入力用接続コード （ A ) や R 
チトンみレ。 L チヤンみレ接続コード 
旧)の接続が不完全。 

• 入力切換ツマ S の位置が不適切。 

•適当な音量にしてください。 （12 ページ） 

• アナ□グ入力用接続コード ( A ) や R チゎンネ 
ルけ L チャンネル接続コード旧)を正しく接 
続してください。 （8 〜]1ページ） 

• アナ□グ/デジタル A / B の切り換えを行ってく 
ださい。 （12 ページ） 

音びルさい。 

• ボリユームツマ S の位置が不適切。 

•正しい位置にあわせてください。 

(12 ページ） 

片方のが一; b - か 
らしか音が出ない。 

•接続び不完全。 

• アナ□グ入力用接続〕ード ( A ) を正しく接続 
してください。（日〜11ページ） 

• R チトンネルチャンネル接続コード（日） 
を正しく接続してください。旧ページ） 

ブーンといラ八ム 
音が入る。 

•テレビ等からの誘導雑音。 

• アナ□グ入力端テの接続び不完全。 

•雑音源より離してください。 

• アナ□グ入力用接続〕ード ( A ) を正しく接続 
して < ださい。 


ごミま意 

•低域传高域を極端にプースト〔増強）したり、低域や高域び異萬に強調された特殊なソースを再生した場含、 
本来の信号音政がに異常な音を発生する場合びあります。これは、故障ではありませんが、このよラな状態 
で長時間ご使用になると、スピーカーユニット破損の原因となりますので、音量を下げてご使用ください。 

• 本機の光デジタル入力端子はステレオ信号のみに対応しています。 DVD の巳.1 ch 信号などは再生しないで 
<ださい。本機のアンプやスピーカーユニットが故障する原因となります。 

主な仕様 


お式： 

アンプ内蔵2ウェイ•バスレフ型(ちチヤンネル) 
2ウェイ-バスレフ型（左チヤンネル） 

定格周波数節囲 40〜1日 OkHz 
ク□スオーバー周波数 7 kHz 
最大出力 15 W +15 W (40) 

入カインピーダンス 3日 kO 
使用 スピーカー 

ウーファー.. 1日 cm A - OMF コーン 
ツイーター； 2 cm バランスドーム 
デジタル IN サンプリング周波数 
32、44.1、48、9目、 ] 白 2 kHz /24 bit 対応 
電源 100 V (己0/色 OHz ) 

消費電力 40 W 

14 


入出力端子 

デジタル入力 XI (光） 

アナ□グ入力 X 2 ( RCA ステレオ/金方ツキ） 
サブウーファー出力 XI ( RCA モノ） 

へツドホン出力端子 XI 

(ゆ3.已 mm / ステレオ/金火ツキ） 

がお寸法： 

Rch 137 ( W ) X 229 ( H ) X ] 白己 （ D ) 
Lch 137 ( W ) X 229 ( H ) X ] 目] ( D ) 
質量 ： Rch 3.6 kg 
Lch 2.已 k 吕 

その他： 防磁設計 （ J 曰 TA ) 

サランネツト脱着巧 

仕様およびが観は、予告なく変更することびあります。 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途;‘系付していますので、 
お買い上げの際にお受け取り < ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
を、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意かな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいたださ、 
お調べください。本機!;^がの原因わ考え5れま 
す。ご使巧の他のオーディオ製品ちあわせてお調 
ベください。それでちなお異常のあるとさは、電 
源プラグを抜いて修理を依頼してください。 
修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げ 
の販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓 
□-修理窓口のご案内」記載のお近くのオンキ 
ヨー修理窓口までお巧5せください。 

^お名前 
^お電話番号 
^ご住所 

►製品る I GX-77M I 
^できるだけ詳しい故障状況 


■ オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓口 
のご案内」をご覧ください。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書 
をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店また 
はお近くのオンキヨー修理窓□へご相談<ださ 
い。詳細は保証書をご覧<ださい。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓 
口へご相談ください。修理によって磯能び維持で 
きる場含はお客様のご要望によ0有料修理致しま 
ず。 

■ 補修巧性能部品の保有期間について 

本機の捕修用性能部品は、製造打ち切り後最低 S 
年間保有しています。この期間は経済産業省の指 
導によるちのです。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。保有期間経 
過渡でち、故障箇所によっては修理可能の場合び 
ありますのでお買い上げ店、またはお近くのオン 
キヨー修理窓口へご相談 < ださし、。 
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ご購入されたとさにご記入 < ださい。 

サービスを依頼されるとさなどに、お役に立ちまず。 

ご購入年月日： 年月日 

ご厲入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

说巧ち化 

本社大阪府寝屋川巿 日 新町 2-1 干 572-8540 

製品のご使用ちまについてのお問い合わせ先：カスタマーセンター 
ナビダイヤル巧日巳 7 日 ( 日 1)81 11 (全国どこからでも市内通話料金で通話いただけます） G040R-3 

またはの日 72(831)81 11 (携帯電話、 PHS から） 

圍圓圓圓圓1111 


04.8.4, 2:22 PM 


SN 293436 2] 巨 

( C ) Copyright 2004 ONKYO CORPORATION Japan . All rights reserved . 
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